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１.はじめに 
近年, WALKMAN や iPod などのポータブルオーディオプ
レーヤーの普及により, 時や場所を選ばず音楽を聴く機会が
広がっている. またインターネット環境の普及により, 音楽
配信サービス iTunesや動画配信サービスYoutubeなどを通し
て容易に幅広い音楽を聴けるようになった. 好みの音楽をダ
ウンロードして聴ける環境が整ったため, 利用できる楽曲数
も増加している. しかし, 楽曲数の増加はユーザの嗜好に合
った選択肢が増えるメリットがある一方で, 膨大な楽曲中か
ら自分の聴きたい楽曲の選定が困難になっている. このため
楽曲推薦システムが発達している. 現在ある推薦システムは
協調フィルタリングが主流であり, 以前に聴いた曲のアーテ
ィスト名が同じ楽曲や曲名が似た楽曲が推薦される. 協調フ
ィルタリング方式では, ユーザの定常的な好みを反映した曲
を推薦するには優れているが, その時々の状況や感情に合っ
た曲を推薦することは困難である. 実際には,「夏, 海にドラ
イブに行くのに合った曲」,「泣きたい気分の時には感動する
曲」というように, 状況や感情によって聴きたい曲は変化す
る. そこで, 本研究では場所や季節, 感情を反映した楽曲推
薦システムを目指し研究を行っている.  
 
２．関連研究と本研究の位置づけ  
楽曲推薦システムの先行研究として, 印象語をグループ化
しロックやポップスなどのジャンル別に推薦するシステム[1]
や歌詞情報と楽曲の波形を元にユーザの好きな楽曲と類似度
を求める推薦システム[2]が一定の評価を上げている. これら
の共通点として歌詞を扱っており, 文字データを扱うことで, 
データの処理のしやすさや楽曲の印象を捉えやすい利点があ
げられる. また, 気分や状況を把握する先行研究としても文
字データを用いる手法が一定の成果をあげている. 村石ら[3]
はTwitterのツイート内容にユーザの感情が表れやすいことに
注目し, 感情辞書を用いて感情推定を行っている. 場所や季
節といった情報も文字データを解析することで, ユーザ状況
を推測する成果をあげている. また, 医学の研究においても
患者の心理状況を知る手段として日記の文章から推測する研
究が数多くある. 
  そこで我々も文字データにあたる歌詞情報に着目し, 楽曲
の印象を捉え, ユーザの聴きたい楽曲と結び付けることで楽
曲推薦を行うシステム[4]を作成してきた. ここで我々が作成
してきたシステムについて説明する. まず, 楽曲印象を捉え
る為に, 内容語を抽出した. 内容語とは, 文章の意味を説明
する上で重要な単語であり, 文章内容を把握する先行研究[5]
でも多く用いられている. 抽出した内容語から楽曲の特徴量
を算出し, 楽曲印象を定量的評価が行えるようにした. 続い
て, 楽曲の印象と聴きたい楽曲を結び付けた. ユーザの聴き
たい楽曲を推測するため, 検索単語と検索単語の連想語を用
いた. 連想語を用いることで, 検索単語のみでは推薦する事
は出来ない楽曲も推薦する事ができ, よりユーザの状況に合
った推薦ができると考えた. 提案したシステムと検索単語の
みで推薦したシステムを比較した結果, よりユーザの状況に
合った推薦ができるようになった. これより, 検索単語と連
想語からユーザの聴きたい楽曲を把握し, 楽曲印象と結び付
ける推薦システムは一定の評価を得られることが分かった. 
しかし, 前回までの研究では連想語を人手で作成をしたため
に, 連想語が未定義の単語に関しては推薦ができない欠点が
あった. そこで本研究では, 連想語を自動抽出することでユ
ーザの幅広い要望に応えられる推薦システムを目指し研究を
進める. 
 
３.楽曲推薦システム概要 
 本章では提案する楽曲推薦システムについて説明する. 図1
に提案システム概要を示す. 楽曲を推薦するにあたり, ユー
ザの聴きたい楽曲と各楽曲の印象を結び付ける必要があると
考えた. ユーザの聴きたい楽曲を把握するために検索単語を
用いた. 検索単語のみでは楽曲の特定が難しいため, 連想語
を考慮した. 本研究では連想語を自動抽出するため, Web上の
データを自然言語処理し連想語の自動抽出を行った また, 歌
詞を数値化するために楽曲中の単語をTF-IDF法を用いて楽曲
の特徴量を算出した. 検索単語と連想語のTF-IDF値の総和を求
め, 降順に並び替えし楽曲推薦を行うシステムを作成した.  
 
図1.システム概要 
 
  
３.１ ユーザの聴きたい楽曲の把握 
本研究では, 任意の単語を入力してもらい, ユーザの求め
ている楽曲を把握する. 理由としては, ユーザへの負担が少
なく, データとしても扱いやすいためである. 具体的には, 
春の楽曲を聞きたければ「春」, 恋愛の楽0曲を聴きたければ
「恋」と入力する. しかし, 検索単語のみではユーザの要望に
沿った楽曲を推薦する事は難しいと考えた. なぜならば, 任
意の単語が含まれていなくてもその状況や気分を表す楽曲が
多いからである. 例えば,春の楽曲は「春」が含まれていなく
ても「桜」や「卒業式」などで「春」を連想させる曲が多くあ
る. また, 恋愛に関して歌った楽曲も「好き」や「告白」など
恋愛について直接連想させる語を多く含むことで表現してい
る. そのため, 本研究では検索単語と連想語を用いてユーザ
の聴きたい楽曲を把握する.  
 
３.２ 連想語の抽出 
連想語とは任意の単語から連想できる単語の事である. 「○
といえば」何を連想しますかというアンケート結果を元に連想
語を抽出することが多い. アンケート調査による連想語抽出
の精度は高いが, 被験者や調査員の負担が大きい. またユー
ザの幅広い要望に応えるのには, 人手で毎回調査するのは現
実的に厳しい. そのため,人手によるアンケート調査以外の方
法で抽出しなければシステム化は難しい. 
そこで本研究では, Google N-gram[6] という大規模なWebコ
ーパスを用いて連想語を抽出する. Google N-gramとは日本語
のWebページを対象に約200億文を抽出し出現頻度が20回以上
あるものだけを集めた物である. データには品詞分解した1～
7gramの物があるが, 本研究では7gramのデータを使用した.       
Webコーパスを用いた理由としては二つある. 一つ目はアン
ケート調査と同じ精度の結果が見込める. Web上には「○とい
えば」という調査結果が散在しているため, これを抽出するこ
とができればアンケート調査せずに同じ結果を見込める. 二
つ目は調査漏れが少なく, ユーザ負担がない. 調査結果を集
めた物を使うためアンケート調査を行う必要がなく, また200
億文のデータを扱っているため抜け漏れも少ない.  
 しかし大規模なWebコーパスを扱っているため, 予期してな
い単語がノイズとして抽出される. ノイズを取り除かなくては
推薦の精度が低下するため, ノイズの除去を図2で示した菅生
ら[7] が用いた方法で行う.  
図2は「春といえば」の後に続く名詞を抽出した例である. 桜
や花見は「春」をイメージさせる連想語であるが, 日本や昨日
は「春」を直接イメージしづらい単語である. 直接イメージし
づらい単語をノイズとし, ノイズの除去を行う. 抽出された単
語に対して同様の方法を用いて連想語を抽出する第二の連想
を行う. 「桜」や「花見」など春の連想語になりそうな単語は
「春」が含まれていることが多い. 一方で「日本」や「昨日」
は「春」という単語が含まれていない事が多い.  この傾向を利
用して第二連想を行うことで元の単語が含まれていた単語の
みを連想語とする.  
 
図2.第二連想によるノイズの削除 
 
連想語の自動抽出した結果を表1に, 前回までに人手で作成
した連想語群を表2に示す.各季節をイメージさせるような単
語が抽出された. 人手で作成した連想語とも類似しており, 
狙い通りの結果が得られた. しかし, 抽出できたのは名詞の
みとなった. 形容詞や動詞は1回目の連想では抽出できたが, 
第2の連想によるノイズの削除を行う際に削除された. 本研究
では検索単語を含まずともその単語を連想させる曲を推薦で
きることが研究の意義だと考えている. そのため安易に連想
語を減らすのではなく, 第一連想と第二連想の重みを変えた
推薦システムを考慮する必要があると考えられる. 第一連想
語の重みを0.5, 第二連想語の重みを1.0として重みを変動させ
る. なお, 検索単語は1.0として扱った. また第一連想語を推薦
に扱うため, 名詞の代名詞, 固有名詞, 副詞可能を取り除いた.  
本研究の目的として季節や場所, 感情などのユーザの状況
を考慮した推薦システムを作成する事であった. 研究対象と
しては, 季節, 場所, 行事, 心理状況とした. 季節や場所な
どの連想語の抽出はできたが, 「恋」などの心理状況を表す連
想語の抽出ができなかった. 場所や季節と違い, 心理状況は
抽象的であるために, 「恋といえば」などではイメージがしき
れず抽出できなかったことが原因であると考えられる.  
 
表1.季節の連想語の自動抽出結果 
 
表2.季節の連想語の人手作成結果 
 
単語 連想語の自動抽出結果
春
桜、苺、タンポポ、卒業、卒業式、
入学、出会い、別れ、花粉
夏
花火、海、祭、ひまわり、浴衣、
怪談、キャンプ、スイカ、蝉、盆踊り
秋 運動会、月、コスモス、紅葉
冬
雪、クリスマス、スキー、スノボー、
鍋、温泉、おでん
  
３.３ 歌詞特徴の抽出 
本研究では歌詞データから楽曲の印象評価を行った. 歌詞
データに形態素解析ソフトMecabを使用し, 楽曲の印象に関連
する内容語(名詞,形容詞,動詞)のみを抽出した. 抽出した単
語に対してはTF-IDF法の計算を行った. 
TF-IDF法とは文書中の単語の特徴を算出するアルゴリズム
であり, 局所的重みづけと大局的重みづけの2種類を考慮して
いる. 局所的重みづけとは文書中で単語の特徴を表す指標で
あり, 出現頻度TFを用いて表す. 一方, 大局的重みづけとは
複数の文書と比較し単語の特徴を表す指標であり, 逆文書頻
度IDFを用いて表す. 数式は以下の通りである. 
TF-IDF値 
  
TF値 
 
・IDF値 
 
tfidf(i,j)：文書 j内にある単語 iのTF-IDF値 
tf(i,j)：文書 j内にある単語 iのTF値 
       ：文書 j内にある単語 iの出現回数 
          ：文書 j内の全単語の出現回数 
idf(i)：単語 iの IDF値 
N：文書総数 
DF(i)：単語 iが登場する文書数 
 
４. システムの評価と考察 
人手で作成した連想語と自動抽出した連想語で推薦した結
果を図3に示す. 推薦結果の全体の考察として, どちらも上位
には「春」の楽曲が推薦されている. これは「春」の連想語の
自動抽出が上手くいったと考えられる. 
 
 
図3.「春」の人手と自動抽出による推薦結果の比較 
 
連想語の抽出方法の違いが推薦にどのような影響を与える
かを分析する. 「春」の自動抽出による推薦結果のTF-IDF値の
内訳を図4, 「春」の人手による推薦結果のTF-IDF値の内訳を
図5に示す. 
 
図4.「春」の自動抽出による連想語の内訳 
 
 
図5.「春」の人手による連想語の内訳 
 
上位の楽曲に推薦されている「Lovin’Life」に着目する. こ
の楽曲は歌詞中に「春」の出現回数が少なく, TF-IDF値が低
い. 季節を問わず一年間を表現する楽曲よりも低く, 本来な
ら上位に推薦されることはない. しかし, 「さくら」を連想
語として用いたことで上位の推薦を行うことができた. 検索
単語のみでは推薦できないが, 連想語を考慮したことで意外
性のある楽曲を推薦した例である. 続いて「新生活」の曲を
分析した. この曲は「友や家族と別れて旅立ち, 新生活を送
る」という状況を綴った曲であり, 「旅立ち」や「出会い」, 
「別れ」という単語を用いて心理状況を表現している. 人手
では「旅立ち」のTF-IDF値が大きくなっているため, 上位
に推薦されていた. だが自動抽出では「旅立ち」という単語
は含まれていないが, 第二位に推薦されている. 特出して
TF-IDF値の高い単語はないが, ロングテールモデルのよう
に「別れ」や「生活」などの複数の単語を積み重ねることで
上位に推薦されている. 複数の単語を考慮することで推薦で
きた例であるが, 「生活」や「新しい」などは「春」の連想
語として本来ならふさわしくない. 今回は成功例と言えるが, 
連想語を用いたことでユーザの要望と合わないノイズとなる
曲が推薦される可能性がある. 連想語の抽出方法, 重みの決
め方を工夫する事が今後の課題であると考えられる.  
  
５. 考察 
５.１ 季節の推薦結果 
連想語は精度の高い抽出ができたと言える. 「春」では「桜」
や「卒業式」, 「夏」では「花火」や「祭り」などが抽出で
きており, どれもその季節を説明する単語であった. ただ, 
同じ意味の単語でも表記の仕方が違う単語を抽出できなかっ
た. 「春」では漢字の「桜」のみ抽出できたが, 「さくら」や
「サクラ」は第二連想でノイズとして削除された. 推薦では
第一連想を考慮したために大きな影響はでなかったが, 今後
は辞書を用いて同じ意味の違う表記する単語を考慮する必要
があると考えている. 推薦結果も精度が高かった. 上位に推
薦された曲はその季節をイメージさせる曲が多く, 季節の単
語を含まずともその季節を表現する曲を推薦できていた. 
「夏」の曲では「祭り」や「花火」などが連想語を考慮する
ことで上位に推薦できている. また, 連想語を用いることで
結果的として一年間を表現している曲の順位を下げることが
できた. 季節を問わず一年間を表現する曲はサビの部分に
「夏」や「秋」などが用いられる. そのため季節の単語単体
だと TF-IDF 値が高く上位に推薦されるが, 連想語を用いる
ことで順位を下げることができた. 連想語を用いた恩恵とも
いえる結果が得られた.  
５.２ 場所の推薦結果 
場所に関して表現する曲が少なく, 「海」のみが研究の対
象となった. 邦楽では場所について表現する曲は少ないが, 
童謡や合唱曲では「川」や「山」について表現す曲もあるた
め分析の範囲を広げる必要があると考えている.  
「海」の連想語はどれも「海」を連想させる単語であったが, 
物足りない印象であった. 「海」の曲には「砂浜」や「波」
が頻出しており, 「海」を推薦するにはこの 2 単語を抑えれ
ばより良い推薦が期待できた. 意外性のある推薦として「睡
蓮花」があった. PromotionVideoが「海」で撮影されるため, 「海」
のイメージが強いが歌詞中には「海」という単語は出ない. 
「海」で歌詞検索を行ってもでないが, 連想語を考慮するこ
とで推薦できる一曲と言える.  
５.３ 行事の推薦結果 
連想語の抽出精度は低かった. これは抽出した時期が関係
している. 今回用いたGoogle N-gramは2007年にWeb上のデ
ータを抽出したものであり「バレンタイン」や「ハロウィン」
といった行事が流行っていなかった。そのため, Web 上に行
事関連のテキストデータが少ないことが抽出精度に関連して
いたと考えられる.「バレンタイン」や「ハロウィン」に関し
ては第二連想で採用できた単語はなかったが, 第一連想で得
られた単語はその行事を連想させるような単語が多い傾向が
見られた. そのため, ノイズとなるような単語が推薦結果に
大きく影響を与えることはなかった. 楽曲数を増やした時に
ノイズとなる単語により, ユーザの要望とは違う曲が推薦さ
れた場合には連想語の抽出方法を再検討する必要があると考
えられる.  
 
６. まとめと今後の課題 
本研究では, 「感情や状況により聴きたい楽曲が変化する」
というユーザの要望に応えられる楽曲推薦システムを目指し
研究を進めてきた. 従来の研究では, ユーザの行動履歴から
の推薦手法が主流であり, 場所や季節, 感情を十分に考慮で
きなかった. そこで楽曲の印象を表す歌詞に着目し, 感情や
状況に沿った楽曲推薦システムを目指した. 前回の研究まで
に歌詞の特徴量を楽曲の印象として評価し, 検索単語と連想
語を考慮することでユーザの要望に応えられる楽曲推薦シス
テムを提案してきた. しかし, 連想語を人手で作成したこと
で未定義の連想語は推薦できず楽曲推薦の範囲に制限があっ
た. そこで本研究では連想語の自動抽出を行い, 幅広い要望
に応えられる推薦システムを目指して研究を進めてきた. 連
想語は Web 上のテキストデータを解析することで抽出する
ことができた. 場所や季節, 行事の連想語の抽出は「○といえ
ば」に続く単語を採用することで連想語を生成できた. だが, 
「恋」や「感動」といった心理状況を表した連想語は抽出す
ることができなかった. 心理状況は場所や季節と違い, 人そ
れぞれ感じ方が違う上に抽象的である. そのため, 「恋といえ
ば」や「感動といえば」というような抽出の仕方では連想語
を得ることはできなかった. 心理状況の連想語の抽出方法と
して共起語を提案したい. 共起語とは任意の単語が文章中に
出た際に, その文章中で頻繁に用いられる単語のことである. 
共起語を用いた先行研究として梶ら[8]が行った研究がある. 
梶らはコーパス中で共起している語の集合で語を特徴付け, 
共起語集合の類似度が高い語のペアを対訳語として抽出した. 
連想語とは違うがキーワードや類語を抽出する方法として一
定の成果を上げているため, Web 上のデータや新聞記事のデ
ータから抽出することで連想語に近い単語が抽出できること
が期待できる.  
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